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近年，気象学研究におけるデータ同化の重要性が増

してきています．データ同化は，数値予報のためだけ

ではなく，観測的研究と数値シミュレーション研究を

融合した研究手段を提供するものでもあります．この

ようなことから，国内においてもデータ同化への関心

が高まりつつあり，現業数値予報機関だけでなく，大

学や研究機関でもその研究に取り組むところが現れて

きています．本書は，このような状況に応えるため

に，データ同化に関する最新の参考書として企画され

ました．

理論編では，データ同化の基礎知識と，最新のデー

タ同化法である変分法とカルマンフィルタについて詳

しく解説し，応用編では，気象庁の現業データ同化シ

ステム，日本発の長期再解析 JRA-25，及びメソ気象

への応用に関する最新の研究成果を紹介しています．

本書は，データ同化に興味を持つ初心者から，気象学

研究に応用する上級者まで，幅広い研究者の役に立つ

でしょう．
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